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一女性商齢者の対処方法に焦点をあてて-
く研究目的>
高齢化社会の中で.高齢者を支える施策が展開される中、軍人保健施設間での移転の
嘩D.返しが増えている。移転は本来ストレスフルなものといね・れる中.高齢者は汀移
転の繰り返し」をどのように受けとめ、対処しようとしているのかを経験世界の視点
から明`ちかにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・庁.
く方法>
ゲラウンデッド・セオリーを用いて.自由回答式面接と参加観察をおこない、京都市
内の老健施設に入所し・ている4人の女性高齢者を対象に、研究をおこなった。
く韓果>①我臥②惑乱③自己の酎ヒ・ ④支えの確保、 ⑤対人関係のテケニア・ク,
⑥理曲ブけ、 ⑦自分での統制、 ⑧見通し、 ⑨自己認識の括れ、の主要なカテゴリーが
発見でき,た。そのうち①～⑦臥r移転を繰り返す」ことへの封処方絵を示すカテギリ
ーTサー3ifc∴
く考察>
「移転を繰り返す」ことを女性高齢者は、 (1)関与できない出来事として受け.t申て
おり、 (2)新たな人間関係の構築の必要性がある出来事としてとらえていた.。車た,
r移転を繰り返す」ことは. [見通し]と[自己認識の揺れ]と・いう影響を与え、それ
らは、対処方絵を規定する因子となっていた。そして対処方法は、 【自己の強化]`を中
心とした他6つのカテゴリーに支えられていた。
く総括>
r移転を繰り返す」現象は、女性高齢者喋とり(1)関与できない出来事として受け
とめて由り. (2)新たな人間関係の構築の必要性がある出来事としてとらえていた。
そしてそ甲対処方酎ま、 【自己の強化]を中心とした対処をとっており、それは自己が
関与できない現象にも有効に対処し.1主観的操作ができるシステムをとった野趣方法
である。そうすることにより、本来ストレスフルであるはずの「移転」.香.常態化し
た'「普通」という感覚に置き換え、ストレスを軽減させている。
(備考) 1.研究の目的・方酷・結果・考察・総括の順に記載すること。 (1200宇以内)
2. ※印の欄には記入しないこと。　　　　　　　　　　　　　　　　.
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